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１．2025年12月期第３四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 4,533 2.0 483 9.0 491 △0.8 322 △3.9

2024年12月期第３四半期 4,445 5.2 442 8.0 495 18.6 335 18.5
(注)包括利益 2025年12月期第３四半期 363百万円( 2.9％) 2024年12月期第３四半期 352百万円( 12.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第３四半期 209.03 －

2024年12月期第３四半期 208.20 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 6,363 4,610 71.2

2024年12月期 6,205 4,353 69.0
(参考) 自己資本 2025年12月期第３四半期 4,533百万円 2024年12月期 4,283百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － － － 30.00 30.00

2025年12月期 － － －

2025年12月期(予想) 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,000 1.7 520 0.2 530 △7.4 380 △12.4 236.79
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年12月期３Ｑ 1,776,000株 2024年12月期 1,776,000株

② 期末自己株式数 2025年12月期３Ｑ 242,370株 2024年12月期 202,470株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期３Ｑ 1,544,880株 2024年12月期３Ｑ 1,613,720株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有(任意)

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「1.当四半期決算に関す
る定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済社会活動の正常化が進む中で、各種政策の効果もあっ

て、緩やかに回復しているものの、物価の上昇や金融資本市場の変動等の影響による下振れリスクなど、先行き

不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、積極的な営業活動に取り組み、技術開発力の強化、経費の削減等諸

施策を展開いたしました結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高45億33百万円（前年同期比2.0％

増）、経常利益は４億91百万円（同0.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億22百万円（同3.9％

減）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりです。

鋼製品関連事業の売上高は13億22百万円（前年同期比8.2％増）、営業利益は２億73百万円（前年同期比14.9％

増）となりました。耐火金庫では指紋・静脈認証耐火金庫に次いで最もセキュリティーを強化した虹彩・顔認証耐

火金庫の拡販に努めました。また、操作履歴機能付指紋認証キーボックス等高付加価値製品の販売促進等積極的な

営業展開に努めました結果、前年同期実績を上回りました。

デンタル関連事業の売上高は15億13百万円（前年同期比0.7％増）、営業利益は２億19百万円（前年同期比18.9％

増）となりました。各種歯科ユニット等の新規開拓及び買替需要に対する営業活動等積極的に展開いたしました結

果、前年同期実績を上回りました。

書庫ロッカー関連事業の売上高は14億68百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は92百万円（前年同期比31.1％

減）となりました。札幌工場・川島工場の生産性向上、新商品開発及び提案活動等に努めましたが、前年同期実績

を下回りました。

不動産賃貸関連事業の売上高は１億30百万円（前年同期比6.4％増）、営業利益は１億13百万円（前年同期比6.1

％増）となりました。

その他の売上高は98百万円（前年同期比20.8％増）、営業利益は22百万円（前年同期比29.4％増）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は63億63百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億58百万円増加しまし

た。

流動資産は29億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金の増加１億５百万円、受取手形及び売

掛金の減少１億６百万円、電子記録債権の増加38百万円、商品及び製品の増加55百万円等により、１億１百万円増

加しました。

固定資産は34億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ、有形固定資産の減少38百万円、投資有価証券の増加

52百万円、退職給付に係る資産の増加42百万円等により、56百万円増加しました。

流動負債は11億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金の減少２億55百万円、未払金の

減少15百万円、未払法人税等の増加64百万円、未払消費税の減少29百万円、賞与引当金の増加１億27百万円等によ

り、１億16百万円減少しました。

固定負債は５億92百万円となり、前連結会計年度末に比べ、繰延税金負債の減少７百万円、その他の固定負債の

増加21百万円等により、17百万円増加しました。

純資産は46億10百万円となり、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金の増加２億75百万円、自己株式の増加58百

万円、その他有価証券評価差額金の増加32百万円等により、２億56百万円増加しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年２月14日公表の業績予想に変更ありません。なお、業績見通しに変更が生じ

る場合には速やかにお知らせいたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,170,233 1,275,536

受取手形及び売掛金 1,222,412 1,116,391

電子記録債権 105,152 143,671

商品及び製品 95,715 151,559

仕掛品 25,495 29,181

原材料 164,400 167,750

その他 25,562 26,517

貸倒引当金 △838 △838

流動資産合計 2,808,132 2,909,769

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 313,143 305,126

機械装置及び運搬具（純額） 172,079 139,615

土地 1,430,731 1,430,731

その他（純額） 663 2,829

有形固定資産合計 1,916,617 1,878,304

無形固定資産

ソフトウエア 1,486 966

無形固定資産合計 1,486 966

投資その他の資産

投資有価証券 215,922 268,455

退職給付に係る資産 1,237,571 1,280,277

敷金及び保証金 24,960 24,945

その他 310 310

投資その他の資産合計 1,478,764 1,573,987

固定資産合計 3,396,868 3,453,258

資産合計 6,205,000 6,363,027
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 606,561 351,116

未払金 182,432 166,887

未払法人税等 77,544 141,989

未払消費税等 85,533 55,678

賞与引当金 61,862 188,876

その他 262,811 255,697

流動負債合計 1,276,746 1,160,246

固定負債

繰延税金負債 483,056 475,934

役員退職慰労引当金 56,310 60,120

その他 35,547 56,547

固定負債合計 574,913 592,601

負債合計 1,851,659 1,752,848

純資産の部

株主資本

資本金 1,090,800 1,090,800

資本剰余金 64,000 64,000

利益剰余金 3,287,054 3,562,768

自己株式 △253,815 △312,061

株主資本合計 4,188,039 4,405,506

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 95,510 127,571

その他の包括利益累計額合計 95,510 127,571

非支配株主持分 69,791 77,101

純資産合計 4,353,340 4,610,179

負債純資産合計 6,205,000 6,363,027
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

売上高 4,445,915 4,533,659

売上原価 3,136,152 3,111,348

売上総利益 1,309,762 1,422,310

販売費及び一般管理費 866,769 939,302

営業利益 442,992 483,008

営業外収益

受取利息 0 5

受取配当金 5,100 6,088

補助金収入 45,584 －

その他 2,241 2,847

営業外収益合計 52,926 8,941

営業外費用

手形売却損 259 202

営業外費用合計 259 202

経常利益 495,659 491,746

特別損失

固定資産除却損 2,696 737

特別損失合計 2,696 737

税金等調整前四半期純利益 492,963 491,008

法人税、住民税及び事業税 170,889 183,716

法人税等調整額 △17,661 △23,687

法人税等合計 153,227 160,029

四半期純利益 339,735 330,979

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,764 8,059

親会社株主に帰属する四半期純利益 335,971 322,920
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

四半期純利益 339,735 330,979

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,997 32,060

その他の包括利益合計 12,997 32,060

四半期包括利益 352,732 363,040

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 348,968 354,980

非支配株主に係る四半期包括利益 3,764 8,059
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱いおよび「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期および前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連

結財務諸表および前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2024年１月１日 至 2024年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

不動産賃貸関

連事業
計

売上高

顧客との契約

から生じる収

益

1,222,319 1,503,305 1,516,669 － 4,242,294 81,380 4,323,675 － 4,323,675

その他の収益 － － － 122,240 122,240 － 122,240 － 122,240

1.外部顧客へ

の売上高
1,222,319 1,503,305 1,516,669 122,240 4,364,534 81,380 4,445,915 － 4,445,915

2.セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ － 20,958 2,484 23,442 － 23,442 △23,442 －

計 1,222,319 1,503,305 1,537,627 124,724 4,387,977 81,380 4,469,357 △23,442 4,445,915

セグメント利

益
237,900 184,462 134,561 106,614 663,538 17,321 680,860 △237,867 442,992

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△237,867千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2025年１月１日 至 2025年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

不動産賃貸関

連事業
計

売上高

顧客との契約

から生じる収

益

1,322,893 1,513,807 1,468,547 － 4,305,249 98,300 4,403,549 － 4,403,549

その他の収益 － － － 130,110 130,110 － 130,110 － 130,110

1.外部顧客へ

の売上高
1,322,893 1,513,807 1,468,547 130,110 4,435,359 98,300 4,533,659 － 4,533,659

2.セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

－ － 18,278 900 19,178 － 19,178 △19,178 －

計 1,322,893 1,513,807 1,486,826 131,010 4,454,537 98,300 4,552,837 △19,178 4,533,659

セグメント利

益
273,359 219,284 92,653 113,096 698,392 22,416 720,809 △237,801 483,008

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△237,801千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日

至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日

至 2025年９月30日)

減価償却費 57,518千円 55,127千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年11月14日

日本アイ・エス・ケイ株式会社

取締役会 御中

監査法人日本橋事務所

東京都中央区

指定社員
公認会計士 森岡 健二

業務執行社員

指定社員
公認会計士 千保 有之

業務執行社員

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている日本アイ・エス・ケイ株式会社の

2025年1月1日から2025年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2025年7月1日から

2025年9月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2025年1月1日から2025年9月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引

所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が

適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビュ

ーにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定

（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会

社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結

論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他

の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要

な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい

て、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第

４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項

が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場

合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対

して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続

できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基

準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準

拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠

を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責

任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュ

ー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード

を適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


